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研究の要約
指導要領では､ ｢算数のよさ｣を強調する趣旨が示されているoしかし､
｢算数のよさ｣を叫ぶばかりで､
O ｢算数のよさ｣とは子どもにとって何か
○ どのようにして ｢算数のよさ｣を子どもに意識させればよいのか
など､具体的な指導の方策がまだ兄いだされていないのが現状である0
そこで､本研究では､ ｢数と計算｣の領域に焦点を当て､第3学年の ｢か
け算｣において､ ｢10といくつに分ける｣という考えのよさを､いかにと
らえさせればよいかを授業を通して実証的に明らかにする｡
1 研究のねらい
｢算数のよさ｣が分かり､これを味わう
ことは､それを通して算数を意欲的 に学
習する態度を育てることにねらいがある｡
ところが､ ｢算数のよさ｣とは何か､ま
た､どのように指導すればよいのか とい
う具体的な方策は明らかになっていない｡
そこで､本研究では､ ｢数と計算｣の領
域の第3学年の ｢かけ算｣に焦点を 当て
次の点を究明したいと考えた｡
O ｢算数のよさ｣とは､子どもにとっ
て何かを明らかにする｡
O ｢算数のよさ｣を子どもにとらえさ
せるには､どんな指導方法の工夫を
すればよいのかを明らかにする｡
2 研究の内容
(1) ｢算数のよさ｣とは何か
｢算数のよさ｣は､子どもが理解する
ものではなく､感じとるものであるo
こうした ｢算数のよさ｣とは､一般的
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に次の2つであると考える｡
･ 既習事項の有用性
･ 数理的な処理のよさ
第3学年 ｢かけ算｣では､次の2つを
｢算数のよさ｣と考える｡
｢かけ算｣での ｢算数のよさ｣-
○ 既習のかけ算九九を活用するこ
との有用性
○ かけられる数を10といくつに
分けて計算するよさ
前述した2つの ｢算数のよさ｣の内､か
け算で筆算形式を創っていく上で､学習の
成否の鍵を握るのは､後者の ｢かけられる
数を10といくつに分けて処理するよさ｣
であると考える｡なぜなら､ ｢かけられる
数を10といくつに分ける｣という考えこ
そ､かける数を敷構成的に分けて､位毎に
かけ算九九を活用して計算するという筆算
形式に結びついていくからである｡
(2) ｢算数のよさ｣をとらえさせる指導
の工夫
｢かけられる数を10といくつに分けて処
理するよさ｣を､子ども自身が活動したり考
察したりする中で感じとることができるよう
に､次の工夫をする｡
① 数値の吟味
｢かけられる数を10といくつに分けて処
理するよさ｣をとらえやすいかどうかの面か
ら吟味して､ ｢かけられる数｣の数値を12
とした｡
それは､かける数を12とすることで､数
構成的に｢10と2に分けて｣考えやすく､
しかも､ ｢12を6と6に分ける､8と4に
分ける｣などの考えと対比して ｢10と2に
分ける｣考えのよさをとらえることが期待で
きるからである｡
(診 操作の工夫
12×3のようなかけ算を既習のかけ算九
九や10のかけ算を活用しやすくするために
は､アレ-図を使って考えさせるようにする
アレー図を使うと､ ｢かけられる数12を､
何と何に分ければよいか｣が視覚を通してと
らえられるので､既習のかけ算を活用しやす
くなると考えるからである｡
〇〇 〇〇
〇〇 〇〇
〇〇 〇〇
〇〇 〇〇
?????
00 0〇 〇〇
〇〇 〇〇 〇〇
図1 12×3のアレ-図
③ 観点を基に多様な考えを対比する
活動を位麿づける
12×3を既習のかけ算を使って計算する
工夫をし､12を｢10と2｣｢6と6｣
｢8と4｣などに分けると､次のような考え
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が兄いだすことができる｡こうして､多様
な考えを兄いだしたところで､これを ｢簡
単か｣｢いつでも使えるか｣などの観点か
ら比較する活軌を位置づける｡
これにより､ ｢かけられる数を10とい
くつに分けるよさ｣をとらえられるように
する｡
3 研究の実際
(1) 本時の目標と本時の位置づけ
(∋ 本時の目標
012×3のようなかけ算で､かけ
られる数を数構成的に｢10とい
くつ｣に分けて､かけ算九九を使
って計算できるようにする｡
(9 本時の位置づけと指導計画
ア 本時の位置づけ
本時は､かける数が2､3位数に拡張す
るかけ算の導入時の学習で､12×3の1
2を何とか既習のかけ算九九を活用できな
いかと工夫する場面である｡
こうした工夫をする中で ｢10と2｣
｢6と6｣などに分けて計算すればよいこ
とを見いたし､これらの考えを見直して筆
算形式に結びつく｢かける数を10といく
つ｣に分ける考えのよさをとらえていく｡
イ 指導計画
第一次 いろいろんなかけ算の九九を活用
する ｢かけ算｣の導入 ･･本時
第2次 2位数×1位数の筆算の仕方を理
解し､それを手際よく計算するこ
とができる｡ ･･･II･3時間
第3次 3位数×1位数の筆算の仕方を理
解し､それを手際よく計算するこ
とができる〇 ･･一-I- 3時 間
(2) 本時の展開
(9 本時の課題をつかむ
屈師団由酌 EZ2同 ｢10といくつに分ける
よさ｣をとらえやすく
するために､かける数
の数値を12にする｡
下の図を黒板に示し､1袋分のあめの数を
意図的に知らせないで､3袋分ではあめの数
は何個かを問う｡
問題解決のために1袋分の数が必要なこと
を子どもが意識してきたところで､次のよう
に問う｡
｢1袋分が6個､10個のときは､どんな
式になるの｣
｢1袋が12個､112個のときは､どう
でしょう｣
こうして､6×3､10×3､12×3
112×3の式に表してきた段階で､12
×3､112×3の計算の仕方が分からな
いことを意識させて ｢大きなかけ算の仕方
を考ていこう｣という単元の課題をつかま
せる｡
続いて､どの計算の仕方から考えればよ
いかを問い､簡単な12×3から始めれば
よいことに気かせ､木崎の課題を決めた｡
12×3の計算の仕方を考えよう
② 計算の仕方を見つける
闇巴ヨ国Gl白酌四 眉 既習のかけ算九九を
活用しやすくするア
レー図を使って考え
させるようにする｡
既習のかけ算との違いから､かけられる
数12を､既習のかけ算が使えるように工
夫すればよいことに気づかせる｡
頭の申だけでは考えが進みにくい状態に
子どもが入ったところで､九九の構成でア
レ-図を使って考えた経験を想起させ､ア
レ-図を活用すれば考えやすくなることに
気づかる｡
アレ-図を使って兄いだした考えは､次
の通りである｡
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③ ｢10といくつに分ける｣のよさを
とらえる
慮師団由の 四 値 ｢分かりやすいか｣｢簡単
か｣｢いつでも使えるか｣
観点を基に多様な考えを対
比する活動を位置づける｡
子どもか兄いだした多様な考えをアレー図
を用いて発表させ､どの考えも認め合うよう
にする｡アレ-図を用いて説明させるのは､
視覚に訴えて説明させる方が､友達の考えで
あっても納得できれば自分の考えとすること
ができるからである｡
こうした多様な考え出し合う中では､最後
に ｢どの考えがよりよいのだろう｣という発
言が必ず出る｡
この発言をきっかけに､どの考えがよりよ
いかを観点を取り出して見直しする活動に移
る｡この活軌では､自分なりにどの考えがよ
りよいかを判断し､そのわけを考えてノート
にメモさせる｡
自分なりに ｢考えのよさ｣をとらえたとこ
ろで､どの考えがよいかを話し合う｡
｢12を､10と2に分けるの簡単です｣
｢だって､10×3-30で､2×3-6
合わせて36と簡単です｡｣
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この発言に代表されるように､12を
数構成的に10と2に分ける方がよいと
考えていた多くの子どもは､次の発言に
揺さぶられるQ
｢12を6と6に分けろと､6×6-
36で､もっと簡単に計算できるよ｣
???
??
??? ?????
しばらく｢10と2に分ける方が簡単
だ｣｢いや､6と6に分ける方が簡単だ｣
と言うことで両者とも主張していたが､
｢簡単か｣という観点からは結論が出ない
ことにやがて気づいた｡
そこで､このことを受けて ｢他にどんな
ことに目をつけると､どちらがよりよいか
はっきりしますか｣と問いかける｡
しばらく戸惑っていたが､ ｢かける数が
13や15のときには､どうなるのかな｣
という発言が出る｡
この発音をきっかけにして､かける数が
13や15のときを調べ始めた｡
｢かける数が､13のときは､やっぱり
13を､10と3に分けた方がいいよ｡
10×3-30､3×3-9､
あわせて､39で簡単だよ｣
｢そうだよ､かける数が､丁度半分になる
ときは6と6に分ける考えもいいけれど､そ
うでないときは､やっぱり､1･0と2に分け
るような考え方の方がいいよ｡｣
こうして､ ｢いつでも使えるか｣という観
点から｢10といくつに分ける考えのよさ｣
をアレー 図の操作を通して実感的にとらえた
子どもは､さらに､かける数が21のときも
調べ､20と1に分ければよいことをとらえ
ていった｡
(3)本授業後の子どもの姿
本授業で12×3､13×3､21×3の
例を基に､ ｢かける数を10といくつに分
ける考えのよさ｣をとらえていった子どもは
次時では､このよさを活かして筆算形式につ
ないでいった｡
｢21を20と1に分ける
て計算すればよいから､
20×3-60
1×3-3
あわせて 63だよ ｣
｢たし井のときと同じよう
に縦に積むと計算しやす
いよ｣
上記の子どもの考えは､筆算の形式として
は不十分なものである｡なぜなら､一の位か
ら計算するという筆算のアルゴリズムの手順
からすれば不備だからである｡
しかし､これは､繰り上がりがある場合に
直面すれば､自然と-の位から計算すればよ
いことはとらえるものと考える｡
大切なことは､ ｢10といくつに分ける｣
という考えのよさを活かして､部分積を縦に
積んで計算するのか､筆算形式であるという
ことをとらえさせることである｡
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3 本研究のまとめと課題
O ｢算数のよさ｣に関して
単元での ｢算数のよさ｣とは､何か
を明らかにすることが大切である｡
研究の結果､3年 ｢かけ算｣での
｢算数のよさ｣は､ ｢10といくつに
分ける考えのよさ｣であり､これが筆
算形式に結びつくことが分かった｡
また､こうした ｢算数のよさ｣とは
子どもに理解させるものではなく､子
どもに感じとらせるべきものであるこ
とも改めて分かった
O i旨導方法について
数値の吟味と操作の工夫は､ ｢10と
いくつに分ける考え｣を引き出す上で有
効であった｡
観点を基に多様な考えを対比する活動
は､遠回りの考えと対比して ｢10とい
くつに分ける考えのよさ｣を感得させる
のに有効であった｡
○ 今後の研究課題について
今後は､他の ｢数と計算｣の領域にお
いて､どんな ｢算数のよさ｣があるのか
を授業を通して明らかにしたい｡そして
これを基に ｢算数のよさ｣をとらえさせ
る指導の系統を明らかにしたい｡
(平成7年3月07日受理)
